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２０２０年２月１６日 

◎２０１９年度 東京防災学習セミナー（東邦自治会） 

南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

東京都の事業である東京防災学習セミナーが、東大和市湖畔地区の東邦自治会主催

により下記の通り実施され、参加致しました。 

このセミナーには A～J のコースがあり、今回は J コース（地域防災コンサルティング）で、

防災専門家が最大２回派遣され、講義形式だけでなく、防災活動・訓練方法のアドバイスを

行うものです。 

記 

１．テーマ：①水害 

       ②避難 

２．実施日時：①２０２０年１月１９日（日） １０：００～１１：３０ 

         ②２０２０年２月１６日（日） １０：００～１２：００ 

３．場所：東大和市湖畔集会所 

４．講師：①中橋徹也 氏（地域防災プロデューサー・防災福祉アドバイザー） 

      ②高橋 洋 氏（防災コンサルタント） 

５．進行：(株)ダイナックス都市環境研究所 

６．内容 

 ①水害（P２に「東大和市の土砂災害対策ガイドライン」） 

   湖畔地区における大雨時の対応が、質疑応答により活発に議論されました。 

    （例）・土石流の危険は無いのでは。 

・水は昔通っていた場所を流れたがる。 

・暗渠部分に水は流れる。 

・土砂や木材が流れるようなら避難。 

・避難は自宅優先で、２F が良い、 

・第一中学は遠いので、避難は天理教施設をお借りする。 

・情報収集用にテレビは２F にも必要。            など 

 

 ②避難（P３～７にレジメ『命を守る「籠城作戦」と「垂直避難」のポイント』） 

レジメ『命を守る「籠城作戦」と「垂直避難」のポイント』を使用した講義と、後半１時間は

「災害時の要配慮者の対応」を交えて、活発な意見交換がなされました。 

    （例）・ご近所との接点を持つことが大事。 

・避難行動要支援者名簿に準拠する法律上の義務はない。 

・練馬区は名簿を小中学校のカギのかかる場所に保管。 

・サッカーチーム、野球チーム、ボーイスカウトなどを活用して若者の防災活動 

参加をうながす。  

       ・避難とは避難行動をとる事であり、避難所に行くことではない。 

・避難しないで済む人を増やすことが防災。  

・避難は垂直避難（２F などへ）が比較的安全。        など 
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７．資料 
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